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転写因⼦は、様々な遺伝⼦が適切なタイミングや部位で働
くためのアクセルとブレーキのように働くことで、植物の
⽣命活動を絶妙にコントロールしている。本セミナーでは、
ブレーキ型の転写因⼦が遺伝⼦の働きを抑える機構の解明
に向けた研究成果について報告する。また、転写因⼦の働
きを⼈為的に転換することで⽣み出したストレス耐性など
を獲得した有⽤植物や、その解析によって得られた新規の
知⾒などについても紹介する。

連絡先：三浦謙治 （内線６４０１、miura.kenji.ga@u.tsukuba.ac.jp）


